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はじめに本稿は明治初年に鹿児島藩領内において、全国から諸藩士を集めて行われた軍学教育の実態およびその意義をついて考察することを
目的とする。専修大学創立者の一人である相馬永胤は明治
三年(一
八七O
)、彦根藩より留学生として選ばれて鹿児島藩
ヘ向
かう
が、
その時の様子を自身が書き残した
「相馬永胤翁懐旧記」に、次のよ
うに書き残している。
此頃各藩中最モ
重ヲ
為 ス モ ノ ハ 薩 摩 藩
一一 テ、当時西郷隆盛モ薩
摩 ニ 在 リ タ レ ハ 、 天 下 ノ 大 勢 ハ 薩 摩 ニ 依 リ 決 ス ル ノ 有 様 ナ リ シ為 メ 、 余 ハ 彦 根 藩 ノ
命ニ従
ヒ、 留学生トシテ同 地
ニ行キ、同藩
ノ状況
ヲ観察スルコト
、ト
ナリ、同地
へ赴
キタリ。同地ニ在テ
ハ 兵学校
一一 寄
宿三
時々
今藤先生ノ塾
一一 通ヒ、
先生ノ講義
ヲ聞
キ 、 折 節 、 西 郷 隆 盛
、 桐 野 利 秋 、 楢 原
繁 、 中 井 弘 、 伊 知 地 正 治 、
其他知名ノ士
ヲ訪
ヒ、時ニ関シ意見
ヲ尋ネ、又、一方ニハ諸藩
ヨリ同地
-一 入込居タル諸士ト往来シ、共
一一 時事
ヲ談
論セ
リ。同
地滞在中熊本、佐賀、小城地方
ヲ遊
歴シテ、其他ノ名士
ヲ訪
問
瀬戸
口龍
一
( 大 学
史資料課)
シ、時ニハ大
一一 時事ニ付闘論
セシコトアリ。同地ニ在ルコト数
月ニシテ、 更 ニ 彦 根 藩 ヨ リ
欧米視察ノ命
ヲ受
ケ タ リ
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相 馬 永 胤 が 鹿 児 島 藩 に 滞
在 し た 期 間 は ほ ん の数
ヶ月
に 過 ぎ な い が 、
ここからはいくつかの点が指摘できる。相馬は 藩から命じられて鹿児 島 藩 に 留学し、鹿 児 島 藩 の 状 況 を 観 察 す る 役目を担 っ て い た こ と 、こ の 時 期 、 相 馬 を 派 遣 し た 彦 根
藩のように、諸
藩も藩士を鹿児島藩
に留学させていたことなどである。また、西郷や
奈良原(楢原)
、
伊地知といった当時の鹿児島藩の名だたる重臣たちが諸藩からやって 来 た 留学生たち と 交 流 し て い た こ と も こ こから知る こ と が で き る 。では、この時期に全国から鹿児島藩に集まった諸藩士たちは鹿児島の地において何を行っていたのだろ
うか。残念ながら
「 相 馬 永 胤
翁懐旧
記」には滞在中の具体的な様子は書かれていない。
これを補う史
料 と
して、今回取り上げるのが滋賀県彦根市立図書
館に所蔵されている
「手
控 」
2という史
料である。本学は今年、創立
一三O
年を迎える。
大学史資
料課は今年九月に刊行
予定の
『専修大
学の歴史』編 集 作 業 の 一 環 と し て 、 昨 年から創立者を 含 め た 本学に
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関わる資料収集を積極的に行っているが､この史料は相馬永胤に関す 資料調査を出身地である彦根市において行った際に市立図書館の目録に所載されていたものである｡
｢手控｣　について書誌情報
も含めて簡単に触れておくと､体裁は横半帳一冊､三十四丁､大きさは十六センチ×八セン
チとなっている｡目録によると作者は樋口一蔵とある.樋口1蔵は彦根藩士｡明治四年(一八七一)調の｢彦根藩士戸籍簿｣という史料に｢樋口市蔵｣　の名前を見ることができるという3｡彦根城博物館学芸員･野田氏によると樋口は｢屋敷無之士族｣または｢一代切在勤中士族｣　であり､居住地は｢十三丁目之内｣'実名は｢忠氏｣とのことであった｡｢十三丁目｣は現在の彦根市芹橋十三丁目を指し､当時､足軽が多-住ん いた場所であったそうである｡樋口家は慶長十五年(一六一〇)以来'代々井伊家に仕え､市蔵 八代 ､源氏姓を持つ家ということであった｡
つまり'｢手控｣は､明治三年二月一日に彦根を出発して鹿児島
に滞在した彦根藩士･樋口一蔵の記録であり､鹿児島における具体的な行動内容のはか'各地から集まった藩士たちの名前も見 こと
ができる史料ということができる｡その冒頭には｢鹿児島藩江軍事為修行差越候様被仰付､二月朔日､彦根表出発ス｣とあり'樋口は｢軍事修行｣　のために鹿児島藩へ留学したことが明確に記されている｡｢手控｣　には相馬永胤の名前も書かれており､鹿児島での彼の動向の一端もこの史料からうかが 相馬も｢軍事修行｣　のために鹿児島藩へ留学したと考えて良いだろう｡
以下､本稿ではこの史料を中心にして留学生たちの鹿児島での具
体的な行動を見てい-こととするが､最初に幕末における鹿児島藩の軍制改革および教育改革を見てい-｡｢手控｣　にあるように諸藩士が｢ 事修行｣　のために鹿児島藩 留学したので れば'明治初年の鹿児島藩において､諸藩士 軍学を教授できるような体制がいつごろ､どのようにしてつくられていったのか考え ためである｡なお'史料名を明記していないものはすべてこの｢手控｣ 取ったものであること 最初 お断りしておく｡1.幕末における鹿児島藩 軍制改革の状況
幕末の幕府および諸藩における教育改革および軍制改革の一つと
して兵学校や軍艦所 設置が挙げられる｡従来'武術教育の場としては各藩が武術稽古場を領内や江戸 邸に置き､藩士に剣術･槍術･弓術などを奨励してきた｡この状況を一変させたのが寛政期以降多発する異国船の到来による海防意識の高まりであり､開国後 内憂外患意識である｡諸 は大砲 小銃､弾薬などの製造や買い入れを
行 い 、 こ れ を 用 い た 洋 式 の 軍 隊 編 成 を 行 っ た 。 さ ら に は 大 船 を 建 造 、購 入 し た 藩 に お い て は 航
海術や測量術などを学ぶ必要に迫られ、そ
のための教育部署が設けられた。
こ の よ う に 幕 府 や 諸 藩 は 外 圧 に 対
抗 す る た め 急 い で海陸軍を整備して い っ た の で あ る 。これにあわせて軍制の改革を行う藩も出てきた。農兵、商兵を採用し、大砲
隊や狙撃隊などを組み込むなど大きな再編を行った長州
藩 、 長 崎警 備 体 制 の 強 化 や 領 地 の海岸
防備の た め に 家 臣 団 を 増 強 し 、
銃隊を設置し
た 佐 賀 藩 や
平戸藩など、数多くの例を挙げることがで
きるだろう
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それでは鹿児島藩はどうだ
つたであろうか。鹿児島藩において軍
制 改 革 が 行 わ れ た の は
弘化三年(
一八四六)
j 嘉 永 元 年 ( 一
八四八)
にかけてのことであ る 。
洋式火器類が導入されたことにより洋式銃
隊が編成された。海岸防備のための砲台の築
造、鉄砲・
火薬などの
製造が行われたのもこの時期のことである。これらを可能に
した
要因の一
つと し て 十 一 代 藩 主 ・
島 津 斉 彬 の 主
導によって積極的に行われた産業政策や教育政策を挙げることができる。鉄製
品を鋳造するための反射炉の建設などは斉彬の業績とし
てよく取り上げられている事例であ
る。反射炉の周辺に
ガラ
ス、
陶
器、磁器の工場や蒸汽機関の製造工
場を
つくり、これらの事業を行
う工場群を集成館と
名づけた。これによって鹿児島藩においては国
産の大砲製造
が可能となった。また斉彬は造船事業にも力を入れ、
洋式軍艦の製造にも成功している。
このように鹿児島藩が他藩に先
駆 け 、 洋 式 軍 備 を 導 入 し て い っ た 背 景 に は 斉 彬 の 先 見 の 明 が 大 き い 。それは鹿児島藩の地理的要因や琉球との関係が挙げられるが、本稿ではその意義を求めることはせず、明治初年の軍学教育に繋がる下地が幕末のこの時期に出来あがっていたことを確認しておくに止める こ と と す る 。鹿児
島藩の幕末の教育政策に目を向けると、開成所の設立が挙げ
られる。鹿
児 島 藩 が 藩 士 に 対 し て 洋 式 軍
学やその技術を専門的に教
育する機関である開成所を設けたのは元治元年(
一八
六四)
六月の
ことである。それに先立
つ同 年 五 月 、 幕 府 は海軍操練所を 神 戸 に 設
置し、生徒の募集を行った5
0
左に挙げる史料は幕府の海
軍操練所
の達書と鹿児島藩の開成所の設置達書である。①海軍操 練 所
設置達書
今 度海軍術大に被為興、摂 津 神 戸 村
ヘ操 練 所
御取建に相成候に
付、京阪・
奈 良 ・
堺 ・
伏見に住居の御旗本・
御家人子弟厄介は
勿 論 、 四 国 ・
九州・
中国迄諸家々
来に至る迄、有志の者は罷出
修 業 い た し 、 尤 業 前 熟 達 の 者 は
御雇、又は出
役 等
にも可被仰付
候問、委細の義は勝安一房守可被承合候
②開成所設置達書一 関 成 所右 別 段 の 思 召 を 以 被 召 建 候 付 、 当 分 蒸 汽方右の通 名目に相替候、左侠て右の通学子局被相居候海軍磁術
海軍操 練
海軍兵法
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陸軍兵法
右一科
天 文
地理
右一科
器 械
造 船
右一科
物理
分析
右一科
医学
航海
築 城
数
学
測量
右一科
右の通被召建立候、全
体当時世におひては、
海陸軍事、
測量器
械 等
の学、開明いたし武 備 十 分 相 調
、攻
守の権我に帰候様御盛
業被為在御趣意に候、
依 之 石 川 確 太 郎 、
八木禰
平へ授教方被仰
付候問、人物吟味の上、
其材に応し御扶持米被成下、入学可被
仰付候
子六月
龍衛6
①にあるように神戸に開設された海軍
操練 所 は 京 阪
周辺の旗本や
御家人、西国
諸 藩 士 に 募 集 をかけている。鹿児 島 藩から入所した者
もいたようである。次の②によると、開成所は従来の蒸汽方の名前を替えたもので、場所も蒸汽方と同じであった。つまり、それ以前からも鹿児島藩
はこのような学問や技術の教育を行っていたが、今
回さらにそれを発展させて開成所として独立させたのであろう。こ
こでは、学科としては五
科目を置き、兵法や砲術、天
文、造船
、さ
らには医学を藩士に学ばせるための 校であったことがわかる。このようにほぼ
同時期に幕府も鹿児島藩も技術訓練および軍学教育を
始 め て い る こ と が わ
かる。この時期、鹿児
島藩士たちは海軍操練
所
と 開 成 所 の
両校で洋式軍学や航海術などを学んでいた。なお、開
成
所には教授十名、助教十名、
訓導師八名、句
読師六名がおり、中浜
万次郎もここで英語を教えていた。差出人の
「龍衛」とは家老
・龍
衛久齢のことである。このような学校の設置は当然のことながら開国後の海防への危機意識によるものであり、幕府や鹿児島藩のみならず、多くの藩でも
同様の意識のもと藩土教育が行われていた。
海防への意識から特に重要視されたのが操船術と大砲の取扱いで
あった。四方を海に固まれた
日本にとってこの二つの技術は外敵か
ら身を守る際、非常に重要な技術であったことは言うまでもない。そのため、開成所においても開設二
ヶ月後の八月には次のような達
書が出されている。
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開 成 所砲術方
右書籍方被廃候付、開成所の内へ右
の一局被召建、砲
術取調者
勿 論 、 大 砲 野 戦 砲 打方教授口導、
且台 場 打方砲術調
練 等
の 節
は、
繰廻致出役、
万端教授方へ申
談、原書比較の精巧の術相聞き、
弥 練 熟 の 功 業 相
遂候様被仰付候僚、可申渡候
但、砲術方係の儀は、書籍方掛へ被成下候御心附金、是迄の通被成下候7
この史料からは、鹿児島藩は開成所にあった書籍方を廃して砲術
方という部局を置き、野戦における大砲の打ち方や台場からの大砲の打ち方など実戦を想定した教育が行われ始めたことを知ることができる。さらに開成所では軍学や操船を学ぶために他国に修業したいと願う者も一度開成所に入所させ、最低限の稽古を付けた上で、江戸や
長崎へ留学させることを定めている。この開成所入所後、外へ修話宋に出るというシステムを本学創立者の一人田尻稲次郎を例に挙げてみる。田尻稲次郎は嘉永三年(
一八五O)
、京都高倉錦小路
(現京都市
下 京 区 四 条
通高倉)
にあった鹿児島藩邸で生まれた。
田尻は海軍に
入るために慶応二年(一
八六六
)、十六才
で開成所英語科に入所し
て、英語を学んだ。その伝記によると
「 鹿 児 島 開 成 所 の 制 た る 、 二
級生となるや志望により、長崎、若しくは江
戸に遊学せしむる定め
なり。
先生
二級生に進むや直に長崎に遊ぶ。
」 8
とある。開成所に
二
級生になると志望する者は江戸や長崎に遊学できる制度があったかどうかは史料上では確認できなかったが、実際に田尻は開成所から長崎に半年間留学し、その後、江戸に出て慶慮義塾に入塾、その後は 幕 府 の 開 成 所 や海軍兵学寮
で学んでいる。このように鹿児島藩の
開成所は藩士の人材育成システムとして非常に大きな役割を果たし
ていたことがわかる。話を元に戻 す と 、 開 成 所 は も と も と海軍および陸軍の 兵 法 を 研 究
する場として、そのために地理・
数学・
測量・
造船などを教授して
いたが、その際に必要となるのが外国語の修謡宋であった。そのため入学生には
オランダ
語 と 英 語 を ま ず学ぶこと を 義 務 づ け た の で あ る 。
しかしながら二語学教育には時間がかかるため、専門教育に入ることができず、鹿児島藩は内憂
外患の状況を鑑みて、慶応二年、海
軍
の教育機関と し て海軍所を、陸軍の 教 育 機 関 と し て 陸 軍 操 練 所 を 設け、実戦教育を中心とした訓
練を行った。これによって開成所は英
語や数学などの教育を中心とした基礎教育機関となったという9
0
その後、この英語などの基礎教育は開成所で、軍学および訓練は陸軍 操 練 所 ・
海軍所が行うという体制がつくられ、この体制が明治初
年 ま で 続 い て い た 。
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2.
鶴岡藩
士たち
の鹿
児島藩留学
これまで、明治初年において鹿児島藩が他藩の藩士を領内に受け
入れ、彼
等 に 対 し て
軍学教育を施したという事例で取り上げられて
きた唯一の事例が鶴岡藩士ωの鹿児島藩留学であろう。
『鹿児島県
史』に
も
「 藩 の 兵
制 改 革 の 実 挙 る や 、 諸藩 よ り 見学に来 る 者 も 多かっ
た」
日と
記しているが、その実例として挙げているのは鶴岡藩の事例
のみである。鶴岡藩士の鹿児島藩への留学の様子について、岩波
文庫の
『 西 郷
明治初年 に お ける鹿児島藩の 軍学教育 一彦根藩留学生か ら 見 た実態に つ い て 一
南洲遺訓』の書後の辞には次のように記されている。
一、
遺訓の由来は、
明治三年
荘 内 侯 の 公 子 酒 井 忠 篤 、
忠実を初
め、
藩士菅実秀
・三
矢藤太郎
・石川静正
等数十人来って薩に寓
し、
屡 々
翁 に 就 い て
教を乞ふ。巳に帰
り、
其聞く所を纂めて一
書となし、
之を同士に頒ちしに起る。
明治
二十三
年三
矢藤太郎
之を荘内に印行し、
「南洲翁遺訓」
と題す、
是れ遺訓印行の始
か。二十九年佐
賀の人片淵琢再び之を東京にて板行し、
「西郷
南洲先生遺訓」
と題す。爾来有志者往々
之を
伝写し刷印して珍
惜愛諭せり。
ロ
こ こ に あ る よ う に 旧 鶴 岡藩主
・ 酒 井 忠 篤、
弟 の 忠 宝 の ほか、
藩士・
菅実秀や三矢藤太郎など、
藩が選抜した藩士七十余名を率いて鹿児
島ヘ
向かったのは鳥海氏によると、
明治
三年十一月のことである。
忠篤はこの時十
八才。藩士と
寝食を共にし、
銃器訓練を受けたとい
う。鹿児島滞在中は西郷のほか、
鹿児島藩の大隊長
・ 野 津 鎮 雄 、
桐
野 利 秋 、
篠原因幹などの号令のもと、
練兵に従事したと言われ
る o
u
しかしなが ら 、
鶴 岡 藩 士 の 鹿 児 島 藩 へ の 留学開始時 期 に つ い て は 、
西郷が明治三年五
月七日に大久保利通へ宛てた書簡
に は
「近来は君
侯方や、
外国人や、
御 客
通しにて賑々
敷様子に御座候。只名計りは
高くて、
其の実はこれなく汗顔の仕合いに御座
候。
」
とあるが、
こ
の書簡の解説白によると君侯とは鶴岡藩主
・酒井忠篤を指し、
この
時 期 、
庄内
藩士や外国人など
客が多く賑やかであると大久保に報告
しているという。とするならば、
先の鳥海氏のいう明治三年十一月
よりももっと早い時期に庄内藩士たちが鹿児島に来ていたことになるだろう。また、
明治三年十二
月五
日付
の松崎九兵衛に宛てた西郷の書簡に
は「
大泉県の人参り居り候処、
是非狩に列れ行き呉れ候様との事に
て 、 今日
より内の浦辺迄参り候に付き、
拠なく此の如き次第に御座
候問、
何とぞ御海容下さ
るべく候」ωとある。
解説によると西郷が鶴
岡 藩 の 人 々
を 練 兵 な ど で 苦 労 し て い る の を 慰
めるために内之浦大隅
山へ狩へ連れていったのだろうとしている。ただし、
この解説にも
鶴 岡 藩 の
人 々
は明治
三年十一月七日に鹿児島
ヘ着
き、
翌四年三月に
鹿児島を引き上げたとある。さらに、
この時期に鶴岡の
人々
が鹿児
島を発った理由として、
西郷が明治四年
(一八七
一)
三 月 下 旬 に 廃
藩置県に備えるために常備兵四大隊を率いて上京したのに合わせたためだろうと
推測している。
他にも、
鶴岡藩士の鹿児島滞在日程については山田氏が明治三年
十一月七日
より翌四年三
月二
十三日
の五
ヶ月間であったと述べてい
る
げが、
そ の 根 拠 と な る 史 料 を 挙 げ て い な い の で 、
よくわからない。
次に鶴岡藩士の帰郷時期に関して、
明治四
年十月五
日に黒田清隆
に宛てた西郷の手紙を次に挙げる。
御安康恐賀奉り候。陳れば、
大泉県菅並びに酒井
等の両三輩、
此の十
日方帰県の由に御座候問、
明
日 は 深 川
佐賀町い東八兵衛
と申す所へ銭別相企て置き候問、
何卒御気張り下
され間敷や。
先方へは十字頃より参り呉れ候様申し置き候に付き、
少しは前
F円U
以 て 参 り 居 り た く 御座 候 に 付 き 、
此 の 邸 へ 御 出 懸 け 下 さ れ た く 、
左候わば、
御同道仕るべく候問、
少々
の儀は差して御出掛け下
されたく、
遮って御誘引申し上げ候。誰も亭主振もこれなく込
り入り申し候。此方にては、
橋口氏井 び に い 十 院 氏 ・
田中氏三
人 の み に 御 座 候 問 、
何卒御願い申し上げ候。頓首。
(明治四)
十 月 五 日
西 郷 吉 之 助
黒田了介様
m
こ こ で は
「 大 泉 県 菅 」 つ ま り 鶴 岡藩 士 ・
菅 実 秀 と 酒 井 忠 篤 の 近 習 ・
酒 井 了 恒 が 鶴 岡 に 戻 る の で 、
深川の伊東八兵衛宅で送別会を開くの
で黒田にも参加して欲しいと述べている。鹿児島藩側の出席者は西郷のほか、
橋口与一郎、
伊集院兼寛の名前が挙がっている。この時
期にはもう鶴岡藩の
人々
は鹿児島を出発してお
り、
軍学修業を終え
た 後 も 西 郷 ら と 親 交 が あ っ た こ と が わかる。このような鹿児島での軍学修業の主旨について、
当事者である菅
実秀が鹿児島に留
学する
「某」に 話 し た 内 容 と し て次の史料を挙げ
守合。
某氏の筆記に日く、
明治三年の秋、
練兵実習の為め出京を命ぜ
られ、
一行二十人と共に東京に至り、
菅氏に面謁せり。此の時
中君
組 篤兵学実習と
して
旧藩
士
二十人を率
ゐ、
既に鹿児島に赴
かれし後なれば、
一行皆羨しきことに思ふ。余因て菅氏に同行
者 の 希 望 を 陳 べ 、
是非とも鹿児島に往くことを乞ひしに、
菅氏
は厳腐なる容姿にて、
一 昨 年
…飢餓
の御謝罪は、
辱を天下に曝す
と云ふものなり、
聞くが如くば、
国に居る人々
、誰
一人如何に
して此の辱を雪ぐべきかと、
血眼
になり心を砕き居る者を聞か
ず、
誠に歎かはしき限りならずや。中君の御奮発は驚き入りた
るものにて、
従来の御大名気習を悉皆脱却せられ、
先発の二十
人も負けず劣らずの大勉強、
彼 れ な ら ば い づ く に 出 で て も 恥か
しからず。国辱を雪ぐとは、
天 下 を 覆 し 幕 府 を 再 興 す る と の 事
にあらず、
人々
志を
立て道を学び皇
国の為め 身 命 を 地 ち 、
通れ
武 士 の 手 本 、
天下の模範とならば、
是れをこそ辱を雪げりと云
ふものなれ。是非天下の模範たらんとの志を立つるには、
君父
の仇を持ちたる如く、
寝ても嬉めても、
片時も心に離れぬ程な
らではならぬなりと。其の後十一月に至
り、
許可を得て鹿児島
に渡り、
翌年
三 月 ま で 練
兵を習ひ、
四 月 東 京 に 帰 り 、
菅氏に面
会せしに、
薩州の諸先生も一同を能く勉強せしとて非常に称賛
せるを聞けり。余も大に満足せりと称詞を受けたり。
( 下 略 )
ゅ
この史料によると、
「某」が軍学修業を命じられたのは明治三年
秋 の こ と で あ り 、
この時には旧
藩 主 ・
忠篤は藩士二十人を引き連れ
て先乗りしていることがわかる。
「某」はその後、
十一月に許可を
得て、
翌年
三 月 ま で 修 業 し 、
四 月 に は 東 京 に 帰 っ て き た こ と が わか
る。つまり、
鶴岡藩士の最初の一行が鹿
児島
ヘ 行ったのは秋以前で
あり、
修業を終えて帰ってきたのは四月であった。また鶴岡藩士は
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明治初年に お け る 鹿児島藩の軍学教育 一彦根藩留学生か ら 見た実態に つ い て一
全員が一緒
に行って、
一緒
に帰
ってきたわけではなかったことも、
こ こ か ら 読 み と る こ と が で き る だ ろ う 。そして、
藩主を含め
た多くの人々
が 鹿 児 島 へ 向 か っ た 理 由 と し て
は道を学び、
皇国のため
に身
命をなげうって、
武士の手本として天
下の模範となるた
めと
ある。
鶴 岡 藩 の 鹿 児 島 遊
学の目的
については大砲練習生として三名、
火
薬製造研究生として三名を連れていっていることからも砲術や火薬の 製 造 術 を学ぶこと
にあったと考えてよいだろう。その他、
興味深
い目的としては楽隊練習生として三名を動向させている点が挙げられるが、
近代的な軍隊のあり方を取り入れることもその目的であっ
たと恩われる
。特
に鶴 岡 藩 の 支 藩 で あ る 松 山 藩 か ら は
遊学した十六
名は小隊長や分隊長、
兵士などが選ばれている智
鶴 岡 藩 の 鹿 児 島 藩 留学
につ
いては、
これまで戊辰
戦争
において鶴
岡藩が
降伏した際
に、
鹿児島藩の黒田清隆や西郷隆盛が寛大な処置
を施し、
この処
置
に対して鶴岡藩が感激し、
その後、
藩士を鹿児島
藩に
留学させたと
いうよう
に述べられてきた。
また
、
先に挙
げた
『鹿児島県史』
にあ
るよ
うに、
当時、
他藩より優れていると考えら
れ て い た 鹿 児 島 藩 の 洋 式 軍 隊 を学ぶべく鶴岡藩 は 藩 主
をは
じめと
し
た 大 勢 の 藩 士 を 鹿 児 島
ヘ送
り 込 ん だ と い う よ う
にも
捉 え ら れ て き た 。
ただし、
この時期
に鶴
岡藩士以外
に他藩の藩士がいたかど
うか
につ
いては、
これまで言及
されてこなかった。
また、
留学中の実際の様
子も藩主が藩士と一緒
になって修妥宋したと紹介する程度で、
詳しい
内 容 が 検 討 さ れ た こ と も な か っ た こ と を こ こ で は 指 摘 し て お く 。3.
「南遊
日記」
に
みる
桑
名藩士
の
鹿児島藩留学
明治三年
から
四年
にかけて行われた鹿児島藩への留学
につ
いては
「相馬永胤翁懐旧記」
「 手 控 」 の ほ か 、
桑名藩士・
水野勝毅とい
う人
物が残した
「 南 遊
日記
」に
も記されている。
この
日記
は
『桑名藩士
瀧安良紀念帳』
という書籍
に収録されたもので、
この本
によると瀧
安良は嘉永六
年(
一八五三)
十一
月二十
三日
に桑
名に生
まれ、
明治
三年十二月
に藩
命に
より馬場正武、
水野勝毅、
高松範重ととも
に鹿
児 島
に遊学し、
翌四年三
月に
桑名
にも
どり、
同年五月、
桑 名 藩 の 大
参 事 ・
酒 井 孫 八
郎へ建白書を提出後、
江 戸 藩 邸
において自決した人
物であるも水 野 勝 毅 は 瀧 安 良 の
再従兄
にあたる人物で
「南遊
日記
」は、
水野
が明治三年十二月二十五
日に
桑名を出発して翌四年三月十三日
に鹿
児 島 を 発 ち 、
大阪
に着
くまで
の日記
である。留学中の修醤木内容
につ
い て は ほ と ん ど 触 れ て い な い が 、
『 桑 名 藩 士 瀧 安 良 紀念 帳 』
の 編 集 ・
発行人である町田成男はこの四名の鹿児
島遊学
については次のよう
に書
き記している。当 時 鹿 児 島
ヘハ
各藩
ヨリ留学生
ヲ依
頼シ、
荘 内
ノ如
キハ数十人
ヲ派遣
シ居リタル
コ卜ハ此
日記ニ
モ 明 カ
デア
ツ
テ、
其士
気ノ旺
盛ニシ
テ之ニ伴
フ 諸 般 物 質 的 進 歩 ニ 対 シ
テハ
、安良
等ハ一見シ
タダケ
デ成程ト合点シ
タ事
モ 多 カ ル ベ ク 、
其上諸名士
ノ意
見ヲ
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聞イテ
ハ少壮血気ノ一同一刻モ猶予
スヘ
キ場合ニアラ
スト
、互
ノ 見 ル 所 一 致 シ タ ガ 為 、 滞 留 僅 ニ
四 十 日
デ帰 藩 進 言
ヲ決 シ タ ノ
デア
リ
ここでも
「 相 馬 永 胤 翁 懐
旧記」にあるように、この時期、各藩か
ら留学生が大勢来ていたことが書かれている。特に鶴岡藩は先に述べ た よ う に 七
十余名という多くの人数を送り込んでおり、おそらく
は一番人数が多かったため、印象に残っていたのであろう。また留学生たちの士気は
非常に高かったことがわかる。しかしながら収録
された
「南遊日記」には鶴岡藩士のことは書かれていない。収録さ
れていない部分の日記があり、それを町田が取り上げ、このように書き記したのかも知れない。この日記によると水野たちの宿泊場所は馬場が
「 兵学寮」
、高松、
瀧は
「漢学校、
水野は
「兵学寮十四番寮」で
あった。
明治
四年一
月十八日には
「山脇
氏、
(馬
場)
正武ト共ニ田原先生ニ従テ集成館
ニ到ル、製鉄所
ヨリ 木 工 織
工ニ至ル迄一
ト シ テ 備
ハラ ザ ル ナ シ 」 と
あるように集成館を案内されて、その設備に圧倒されている。彼 等
が こ こ で 何 を学んでい たかは、 一 月 二 十
二 日 に
「 算学
ヲ始ム。
士一
時 ヨ リ 山 脇 氏 、 高松 ト 田 原 先 生
一一 従テ 製薬所
一一 到 ル 、 我
等 舎 密 ・
砲術ニ暗キ
ヲ以テ恰モ盲人ノ宝ノ山ニ入ルカ如シ
」 と あ る 。 文 中 に
あ る 田 原 は 後 で 述 べ る よ う に 兵学校総宰・
田原陶吉を指すと思われ
る が 、 こ の よ う に 来 た ばかりの水 野 は ま ず は 基 礎学問
であ る
「 算学」
そし
て、先に
来ていた高
松は製薬所において舎密
を学んでいる。
(化学)
や砲術などを学んでいた。
また、この日記から兵学寮の規則についてもほんの少しであるが知ることができる。門限についてである。
同 じ く 一 月
二十二日、先
に桑名に帰る山脇の送別会を行い、馬場、高松、水野は寮に九時三十分に帰った。すでに寮の門は閉ざされていたが、たまたま人がいたので入ることができたが、二十五日には田原に呼ばれて
「( 水 野 )
勝 毅 ・
正 武 両 人
ヲ招キ語リテ目、公
等門期
ヲ失フ事其情実決シ
テ遊
逸 ノ 事 ニ ア ラ
ス、 然 レ ド モ 寮 法 廃
スヘ
カ ラ
ス、
今 日
ヨリ
退寮ス
ヘ シ 」
と言われたという。このように寮の規則は厳しく、これを破るとすぐに退寮になったのである。この件についてはその後許され、再入寮することとなったが、全国から集まった藩士たちをまと
める意味
もあり、厳しい寮則を定めていたと思われる。このような寮則の厳しさについては、
明治二
年、政府によって設
立 さ れ た 大 阪 兵学寮も同様だっ た ら し く 、 あ る 兵学寮生徒が日曜 日に外出先から寮に帰ってくる時聞が門限から一分遅刻した際、一週間の外出禁止という処罰を受けているn。この点から考えると鹿児島 藩 兵学寮 の
寮 則 の 厳 し さ も 当 時 の 軍学校と し て は 当然 の こ と で
あ っ
たのかも知れない。この日記によると瀧は明治四年
三月に桑
名 藩 に 帰 る が 、 水 野 は 当
地に留まり、軍学修業を続けている。鶴岡藩の面々も先に述べたように、瀧と同様に三月には鹿児島を引き上げたと思われる。水野が鹿 児 島 に い つ ま で い たかは
不明
ではあるが、この日
記 に よ れ ば 西 郷
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上京後も軍学教育は引き続き、行われていたものと思われる。5.
「手控」
に
み る 留 学 生 た ち の 軍
学修業の実態
( l)留学生たちの鹿児島城下への道のり
前置きが長くなってしまったが 、 こ こ か ら は 「 手 控 」より鹿児島
へ集まった留学生の実際の様子を見ていくこととする。
明治初年における鹿児島藩の軍学教育 一彦根藩留学生から見た実態についてー
「はじめに」で述べたように「手控」は彦根市立図書館の目録に
よると筆者は樋口一蔵となっているが、実際に「手控」を詳細に見ていくと、筆者が本当に樋口であるかどうかは くわからない。
三
月四日の条には「昼後仙波氏、樋口
氏等同道-一而、彼藩邸江参り、
脇田市郎へ挨拶致」などとあるように筆者が本当に樋口ならば、自らのことを「樋口氏同道」と書くであろうか。
もちろん、この「樋
口」は樋口一蔵とは別人という可能性もある
。こ
のように疑わしい
点が残るが、ここでは目録にしたがって筆者を樋口として話を進めていく。
まず、明治三年二月一日に彦根を出発した樋口の鹿児島までの道
のりをたどる
こととする。朝五ッ半時に彦根を出発した樋口は、高
宮において離別の酒宴を催され、九ッ半時ごろ、高宮を
出発。
五ッ
半時ごろに守山に到着し、ここに泊まった。翌三日に守山を出て、山田の渡しを通り、大津に着く。
ここで「藩印」を持ってくるのを
忘れたため、大久保平治という人物から代わりの藩印を受け取り、出発。
伏見で休息を取った後、三日の暁六ッ時に大坂に到着した。
大坂では東城兎幾雄と頻繁に会って鹿児島行きの件について話し
合っている。
また、先に挙げたように樋口
氏 や 仙 波 氏も同道して 、
鹿児島藩の大坂藩邸にも出向き、鹿児島藩留守居役・脇田市郎にも挨拶するなど、鹿児島行きの準備を着と々進めている。
五日には大
坂から鹿 児 島 に 向 か う 手 段として鹿 児 島 藩 所 有の蒸気船 に 乗り込み、六日明 け 方 に 出 帆 する手はずとなっていたが 、 不 都 合 があったため、兵庫まで別の船で向かい、天候の良くなった七日に兵庫から蒸気船に乗って鹿児島に向かった。
また、兵庫では鹿児島に留学する大聖
寺藩士・梶谷克彦、山口均も合流して、この船に同船している。
そ
の後、船は淡路島、周防灘、下関などを通り、十七日にようやく長崎に到着する。
この間、下関では鹿児島藩士・奥良三郎、岩切喜次
郎らと面会している。
長崎においても、鹿児島藩に留学する多くの藩士と顔合わせをし
ている。静岡藩士・阿部階、小浜藩士・粕屋熊太郎、佐伯弘平、相馬中村藩・池田参蔵と十八日に面会、
翌日には大巡察・有馬藤太、
権大巡察・伊庭貞剛など長崎に派遣されている政府役人にも面会している。
二十日に長崎を出帆、二十二日夜十二時ごろにようやく鹿
児島に到着、彦根を出で二十二日間の旅であった。
この道程を見ていくと、鹿児島藩は蒸気船を提供するなど、留学
生たちに対して鹿児島に来るまでの交通の便宜を図っていたことがわかる。
また、大坂や長崎などに各地からやって来る留学生たちを
集合させ、あ 程度、留学生をまとめて鹿児島に送っていたという
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こと
もわ
かる
。
とはいえ
、
無料
で鹿児島ま
で乗
せてい
たわけ
では
な
いよ
うで
ある
。
三月
四日
の条には
「船賃之儀
ハ船
持へ掛
合」
うよう
に言
われた
ので
、
直接、
鹿児島藩
の蒸気船取
扱所
に
つと
める
「津
ノ
国屋在久長忠左衛門」
へ掛
け
合っ
たこ
と
が書か
れて
いる
。
また、
毎回鹿児島藩
が船を
出して
いた
かと
いう
とそ
うではな
いよ
うである
。
桑名藩士
・水
野勝毅
の
「南遊
日記
」
では
明治
三年
十二
月
二十
五日に
桑
名を出発し、
二十
七日
に伏見着。
ここ
か
ら船
で大
坂へ
行き、
二十
八日
に大
坂か
ら神
戸ま
では
陸路
で旅
をし
た。
神戸
では
長
崎に
向かう
船が出航
したばかり
と
いうこと
もあ
り 、
翌年正月五
日に
、
アル
ゼ
ンチの
飛
脚船
に乗り長崎
へ向
か
った
。こ
の船で
は鹿児
島藩
士・
安田忠左衛
門と同
室になり
、
水野は
「大三別途
ノ便
宜
ヲ得タ
リ 」
と喜ん
でいる
。
この
時の
船賃が船賃
中等二
十両、 下等十
両であ
った
こと
を水
野は
書き記して
いる
。
長崎
で
は鹿
児島藩邸を
訪ね
てい
る。
その後
、
長崎
から
、
船で
阿
久 根
ま
で行き、
そこか
ら陸路
で鹿児島城下
に向
か
った
。
つま
り
樋口たちと
は違う経路
で鹿
児島
に留
学して
いること
がわか
る。
とはいえ
、
長 崎
で
は鹿
児島藩邸
ヘ挨
拶に
行く
など、
行く先
々
での
鹿
児島
藩へ
の配
慮は樋口
た
ちも
水
野た
ちも忘れ
てい
ない
。
やはり
留学
先であ
る鹿
児島
藩の人
と々の
連
絡を密
にし
てお
く必要
があ
った
と思
われる
。
(2)
留学生が
使用し
た教
科書
では
、
次に留
学生
は鹿児
島にお
いて
どの
ような軍
学修業を行
って
いた
のだろ
うか。
これ
も
「手控」
を見なが
ら話を進
めてい
くことと
する。
先に挙
げた水
野の
「南
遊日記
」
では
最初
に算
学を学
び、
先に
留 学
して
い
た人
聞は
「製薬所」
におい
て
舎密
や砲術
に関
わ
る勉
強を
して
いたこ
とを
確認し
た。
また、
鹿児島
藩で
は幕
末の
「開成所」
におい
て兵法や砲術、
天文 、 造 船 、
医学を学ば
せ
ると
いうシ
ステ
ムを
つく
っ
てい
たこ
と
も、
もう
一度確認
してお
きた い。
さら
に開成所
では
洋書
には
英語辞
書の
ほか
、
算術書、
理学書、
人公ロ密
書な
ど
が教科書と
して
使用さ
れて
い
たこ
と
がわか
って
いる
おO
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では
、
留学
生た
ちが
使用し
た教
科
書にはど
の
よう
なも
のが
あ
った
のか
を示
す史料と
して
「手控」
に載せ
られた
「兵学寮書目」
を左
に
記す。
これ
は鹿児島藩
の兵
学寮
の蔵書目
録で
あり
、
その値
段も併せ
て記
され
てい
る。
兵学寮書目
一、
陸軍
日典
一、
学寮
日典
一、
軍事小典
一、
歩兵程式
一、
同
生兵之部小隊之部
同 代 代
壱歩
一朱
金三朱弐分
二朱
同
弐歩同
一、
同
代
一、
同
同
壱匁弐分壱歩弐朱金三分弐朱
明治初年における鹿児島藩の 軍学教育 一彦根藩留学生から見た実態につ いて一
軍 歩 圭 内 軍 か
に 兵 介 則 の を こ
関 に が を 規 取 こ 一 一二 一二 一二 一二一二一二す 関 翻 翻 則 り で 、 一る す 訳 訳 を 上 は 英 士 大 大 洋 砲 数 教 土 金 陣 壁
書 る し し 翻 げ 全 国 官 日 日 定 算 術 学 導 工 湯 中 障
籍 書 た た 訳 、 て 議 必 本 本 価 例 小 間 時 程 中 軌 略 街 大
が 籍 フ も し 簡 の 事 携圏雲 録 題 学 題 限 式 学 典 典 兵 隊
多 を ラ の た 単 書 院 一 細 海 略 之 之い 翻 ン 、 も に 籍 伝 七 図 全 部 部こ 訳 ス 主 の 説 を 書 図と し の 吾 、 明 詳が た 書 語 豆 し しわ も 宗主程 )、 芦 寮 ぃ 解る で 『 』 日 ミ 説。 あ 陣 は
車 と する 中 慶
れ O 軌 応 は 「 こ
は こ 典 三 フ 陸 と
明 の 』 年 ラ 軍 は
治 よ 宣 ( ン 甲 で
三 う 同 一 ス 典 き
年 に じ 八 陸 』 な十 フ く 六 軍 は い
月 ラ フ 七 士 フ が
に ン ラ ) 官 ラ 、
政 ス ン に 学 ン い
府 式 ス 大 校 ス くに 陸 の 鳥 の 陸 つ
一、同
同同
金壱匁
同
壱両一分
金二朱金壱分金弐匁金弐歩
より
、
海軍は
イギリ
ス式
、
陸軍
は
フラ
ン
ス式
を採用
するようにと
兵
制を規
定
した
こと
にも
関係
して
いるの
かも
知れな
い。
教科書
に
ついて
、
そのほ
かに
挙げ
ら
れて
いるの
が次の十四
種類
の
書籍
である
。
規賀射榔表雷銃操法英国砲軍操法金湯中学野戦要務戦地必用
雷砲射榔表重大 用法砲術小学砲術訓蒙
一冊
兵家
必用
六冊
兵家須地戦闘術門
兵家程式
四冊
飢 国軍
制兵家必携
三冊
また、
「士宮必携」
の書
籍
とし
て次の
七種
類が挙
げら
れて
いる
。
提網答古知幾
二十
冊
海軍律令
万国公法
六冊
新候約書
各国盛衰強弱
一覧
表
二冊
西洋英篠約
四 四 二 一
冊 冊 冊 冊
和 蘭学制
冊
一冊六 三 八 四 一
冊 冊 冊 冊 冊
二冊四冊二冊
同じ
よう
に簡
単に
いく
つか
の書
籍に
つい
て触
れて
いく
。
『雷銃操
法』
は福津
諭
吉が翻
訳し
たライ
フル
の扱い方
を記
し
た書
籍、
『野
戦
要務』
も大鳥圭介
の手によ
って翻
訳された
オラ
ンダの兵
書、
『兵家
須知戦
闘術門』
は大
村益次郎
の翻
訳による
洋
式兵法論
書で
あり
、
こ
こで
は、
先ほど
のよ
うに
フラ
ン
ス書
だけ
でなく
、
イギリ
ス、
オラ
ン
ダと
いっ
た各
国
の翻訳書が
揃え
ら
れて
いる
こと
がわかる
。
「士宮必携」
の書 籍に
つい
ては
『提網答古知幾』
はオ
ラ
ンダの戦
術書
の翻訳書、
『海軍律令』
はイ
ギリ
ス海
軍の
規則を翻訳し
たも
の
と思
われる。
『新燦約書』
はイ
ギリ
ス、
フラン
ス 、
オラ
ンダ
、
ベル
ギなーど
の諸
外国と
の開
港条文な
どを
集
めたもの
で、
当時、
士宮
と
して
知
って
おかなけ
れ
ばならな
いもの
が判
明で
きると
いう
点では
興
味深
い書
籍
群であると
いえよ
う。
(3)
留学
生を教
え
た鹿
児島藩
の人
たち
次にこ
の留
学生
た
ちの
教
育に
関わ
った鹿
児島藩
側の人
に々
つい
て
述べて
いく
。
明治
二年
(一
八六九)
、
戊辰戦争
に従
事し
た多
くの兵
士たち
が鹿
児
島に帰
還し た。
彼等
は藩
主・
久光
に対
して
人材
登用や
門 閥
の打
破など改
革を要
求
し、
これ
に伴
いこ
れま
で、
下級武
士層
で
あった
人々
は藩
政を担
う
よう
になり
、
下級士族、
または
戊辰戦争
に
おい
て 功
労のあ
った人た
ちが 藩の要
職に
つき
、
藩を動か
して
い
くと
いう
状況
にな
った
。
留学
生たち
集ま
った
明治
三年
から
四年と
いう
時期
は、
まさ
に彼
等が台
頭
して
い
た時
期で
あり
、
「手控」
にも
「鹿
児島藩官員
三等
以上」
の人
名書上
が記
され、
一等
・大
参事 ・
西郷吉
之助を筆
頭
に、
二等
・権大参事
・桂
四郎、
伊地知正治、
橋口
彦次な
ど、
続けて
伝事、
学頭、
会計奉行、
大隊長、
地頭な
どと
役 職
ごと
に
名前が
記
され、
この時
期の
鹿児島藩
の職
制を
知る
こと
がで
きる
。
さら
に、
明治初年
の鹿
児島
藩の学
制改
革に
ついて
簡単
に述
べる
と、
明治元年
(一
八六八)
三月に開
成所を造士館内
に組み入
れ、
さら
に
和学局を
設置し
た。
続けて造士館内
の組
織を
和学
・漢
学・洋
学の
三
局と
し、
こ
の体
制が 明治四年正月ま
で続い
た。
明治
二年の段
階では
、
三局は
知
政所直
属の部 局であり
、 学頭
をト
ップと
して
、
その
下に学
頭助、
都講、 授読等
の教
師が
おり
、
ほかに
は書師、
暦師、
通訳な
ど
も造士館
に所
属して
いた
ようである
MO
「手控」
には
「兵学寮」
や「兵学校」
とい
う
名称が出
てくる。
兵
学寮
がど
の
ような機
能
を果たしてい
たか
に
つい
ては
「当寮
(兵学寮)
之儀、
軍務局寮
ト名
目被召
遣候問、
諸藩
来着之
人数迄、
是迄之
通-一而、
第一
砲術井兵学
ヲ目
的と
いた
し」
とあるよ
う
に兵
学
寮の第
一義
が砲
術と
兵学と
ある
。
この文
言は明
治四年四月
十七 日
に軍
務局
寮が差
し出し
た順
達
願の
一部で
あり
、
兵学寮が
「諸藩来着」
の人々
の受
け入
れ施
設にな
って
いた
こと
がわかる
。
この兵
学寮が
兵学校、
また、
「南
遊日記
」
に出
てくる兵
学校
と同
じも
のなのか
、
兵学寮
は
造士
館のな
か
に組み
込まれ
てい
た
のか
と
いう
問題
につ
いてはよく
わ
からな
い。
これ
につ
いて
は今後、
鹿児島藩側
らの調
査が必
要と
な
るだ
ろう
。
この兵
学寮
におい
て 実際
に誰々
が何
を担
当して
何を教え
たと
いう
ような記
事は
「手控」
には
ないが
、
三月
十二
日の
条には
「第
三半
大
隊出帆相成候事
大隊長種目健次郎 引 卒 」
とあるよ
う
に航
海訓練
が
行われ
た際
の引
率者
の名
前は見
ること
がで
きる
。
種田
健次郎
は種
目
政明
のこ
とで
、
この時
、
二番
隊長
を務め
た人
物であり
、
後に
陸軍少
将にも
な
って
いる
。
この
ほか
航海訓練
の引
率
者には
野
津鎮雄
(後
の
明治初年における鹿児島藩の軍学教育 彦根藩留学生から見た実態について一
陸軍中将)
が務
め
る
など
、
留学生
の航
海訓練
は当
時
の鹿児島藩大隊
長た
ちが引
率し
てい
るよう
である
。
「手控」
に
は鹿
児島藩
の大
隊長
とし
て 中
村半次郎
(桐野利
秋)
、
野津七
左衛門
(野
津鎮雄)
、
種目健次郎
(種田政明
) 、
篠原
冬一郎
(篠原因幹)
の名
前が
記され
ている
。
また
、
兵学校総裁と
して
田
原
陶吉、
伝事衆
・上村休介、
兵学校大教授
・松
井安介
の名
前が記され
ており
、
この
三
人には
鹿児島
に到
着し
た二月
二十
三
日
に樋
口は面
会
している
。
基本的は兵学
校の教
師たち
が中
心
とな
って留学
生を教え、
実際
の訓
練に
は鹿
児島藩
の大
隊長
や大砲長た
ちが指
導にあた
った
と
考え
られる
。
「相馬永胤翁懐旧記」
には
「時
、々
今藤先生
ノ塾
ニ通
ヒ、
先生
の
講義
ヲ聞キ」
とあ
るが、
こ
の今
藤の
名前も
「手控」
に見る
こと
がで
きる
。
「今藤
先生」
とは
漢 学者 ・
今藤新左衛
門の
こと
で 、
彼も留学
生を教
えていたの
であ
ろう
。
(4)
留学生同士
の勉
強会
では
、 留学生
たち
は実際、
鹿児島
藩に
おい
てどの ような
勉強を
し
てい
たか
を示
すのが
次の史
料である
。
壊氏砲論会読隔り-一相究り、
坂元彦右衛門、
但馬仲
介会頭-一市候
処、
跡代り会頭未
タ
不相究、
翻訳書
日頃閲候学生、
軍学之事-一
候問、
右両人可罷帰迄会頭可相究迄ニ候問、
右砲論第
一章
より
廿章
計ヲ
究メ、
題章可差出候問、
最適採用之文
一章宛清書被致
候問、
三八
ノ日
兵学寮江
一時より持参ニ而、
採用之事柄作文ニ従
ひ、
尚弁解可致候、
尤巨細之義可被相知候
ハ\
前以兵学寮江
出席、
訊向聞之也(明治
四)
未四
月七 日
兵学寮
ここ
からは
、
留学生同士が
『壊氏砲論』
の輪
読会を
開催し
ていた
が、
中止
とな
った
ため、
留学
生たちが
第
一章
から
第二十
章ま
でのな
かから
それぞれ
出
題にあ
った文
章を
選び、
清書
したう
え
で、
三と
八
がつ
く日に
兵学
寮に
集ま
って勉
強会
を開
催し
ていたこ
と
がわかる
。
ここに
ある
『填氏砲論』
とは
十二巻
七冊
からなり
、
慶応
元年
(一
八六五)
に内
藤類次郎
によ
って翻
訳され、
そ
の後の軍
学教
育によく
使用さ
れ
た教
科
書である
。
訳者
であ
る内
藤は、
幕末
期には
幕府陸軍
の育
成に、
明治期
には
官僚と
して
活躍し
た大
鳥
圭介の門
下生
であり
、
蘭学
や英
学に明る
い人
物である
。
各担当者
は次
のよ
うにな
って
いる
。
「手控」
には
「津氏」
という
よう
に苗
字のみが
書か
れ
てい
るため、
こちら
で藩お
よび
名
前を補
っ
た。
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第一
章担当者
島原藩
・津省吾、
彦 根藩
・相
馬
信一郎
、
姫路
藩・久
松一
馬 、 姫
路藩 ・
伊藤潜蔵、
彦 根
藩・樋
口一蔵
(また
は弘前藩
・樋
口小
一
郎)
第二
章担当者
島原藩
・笹田
安右衛門、
姫路藩
・河合猪之吉、
姫路藩
・池内習
吉、
彦 根藩
・相
馬
信一郎
第三
章担当者
堀部
(不明)
、
仙波
(彦根藩ヵ)
、
柏木
(不明)
、
鹿児島
藩
・阿
野甚五郎、
姫路藩
・永
田富太郎
(また
は鹿児
島藩・
永田
研吉、
鹿児島藩
・永田彦左衛門)
以上
の十二名の名
前が挙が
って
いる
。
このな
か
で第
一章
、
第二章
に名
前
を見
ること
がで
き
る相
馬が、
本学創立
者の
一人で
、
回目頭
に紹
介し
た相
馬永胤
であ
る。
これ
により
彼の修
業内
容の
一端を
知る
こと
がで
きるだ
ろう
。
では
第一
章お
よび
第
二章の出
題は
どの
よう
な
もの
であっ
たの
だろ
うか、
この点に
ついて
も
「手控」
には
記され
ている
。
填氏砲論巻
一作
文題
第一章
砲兵
の職
務
ハ大
砲及
ヒ、
小銃自余
ノ兵
器製造す
トあれ
ハ
一大
砲ハ
鋼搬な
れは
何様
の金鋼を
以、
如何し
て鋳
造す之作
文
一小
銃何
様の鉄ヲ以
て強て、
何様
いた
し
て留
錐ヲ
通シ、
螺を
蔽入
する
の作
文
一捌
杖製煉
の作
文
信用二
車早
砲兵
の主務之様あ
り候
ハ\
云ふ
一一 よって
一野
戦ニ
お
ゐて
ハ歩騎
の兵隊を援助す
るの
作 文
一城
塞を攻
むる時
ハ敵
の砲
火を何し
て撲
滅す
るの
作 文
一城
塞を
守るニ
方っ
て、
敵の野
砲台を
阻碍
し、
又砲火
ヲ衰
弱
せし
む
る作
文
とあるよう
に小
銃、
つま
りライ
フル
銃や
大砲
の製
造法
や、
それら
を戦
場に
おい
てど
のよ
うに
使用
する
の
が効
果
的で
ある
かどう
かを問
う内容
の作文
が求
めら
れてい
るこ
とがわかり
、
かなり
実戦
を重
要視
した
出題
とな
って
いる
こと
がわかる
。
ここか
ら、
当時
の留
学生
たち
が何
を求め
てい
たかを
知る
こ
とが
できる
。
とはいえ
、
先にも
述べた
ように
『填氏砲論』
は幕末以来、
幕府
や
諸藩
におい
て使
用
され
てきた
教科書
であり
、
当時
とし
て特
別、
最新
の内
容
とい
う
わけ
ではない
。
ここ
では
洋
式軍
隊に
おい
て重
要な位
置
を占め
る小
銃お
よび
大砲
の使用方
法を基
礎か
ら勉強
するため
に、
こ
の『
填氏砲論』
が使
われた
と考え
てよ
いだろ
う。
そのほ
か
『壊氏砲論』
第五章
に書
かれ
てい
る火
薬の成
分や配
合を
問う
作文も
出さ
れ
ている
。
ここ
では
長く
なるの
で、
火薬成分
に関
す
る作
文の
みを示
すこと
とする
。
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作文題式火薬成分作文
一、
火
薬ハ砲
術家銃砲必
用の要
品にし
て、
各は
事モ諸
物
混セ
ス、
常に
清
潔に
て且
ツ密未ト
成シ、
調和其適
度一
一及ヒ、
年月
ヲ経
テ、
而メ
弾得る
処ノ
速一
一力
ヲ甚ク増
進ス
ル 成
分を宜
トし
、
殊に火
薬
ハ頼
粒一
一由ツ
テ梢
速力を区
別
セリ
、
如何
トナ
レハ
小
頼粒
ヲ十
八
折以上
の砲
に装
用シ、
放発
セ
シヨ
リ
距離遠カ
ラス
、
其因
ハ則
チ
粒は小
ナ
レハ
頼
中一
一於
テ
一時
一一 火
移リ遅クし
て弾に
得処
ノ速
力
増進
ス
ルコ
トヲ
減ス
、
大粒
ノ火
薬
ハ粒
は間
隙アリ
テ火
を伝
フコ
ト一
時
ニシ
テ弾に
伝
達力増進
すべ
く 、
故に粒
の大
小に従て勢
力
を区
別ス
ベ
シ
明治初年における鹿児島藩の軍学教育 一彦根藩留学生から見た実態についてー
この
よう
な化学知
識を要
す
る作
文も求め
られ
ていた
こと
がわか
る 。
「南
遊日
記」
一月
二十
二
日の
条にあ
った
ように
「高
松ト
田原
先生
ニ
従テ
製 薬
所ニ到
ル」
という
記事はこ
のよ
うな火
薬に関
する
講義
があ
っ
たことを示
し
てい
たとも
考
えられ
る 。
しかしながら
、 同時 に
「我等
舎 密
・砲
術ニ暗
キ
ヲ以テ恰
モ盲
人ノ宝
ノ山
ニ入
ルカ
如シ」
とい
うよ
うな留
学
生も
い
たこと
も事
実で
あ
ろう
。
そのた
めに
ま
ず算学を
教え
ると
い
うよう
な
方法も採
られ
ていた
のだろ
う。
(5)
鹿児
島で
の留
学生
たち の生
活
「手控」
から
は残
念なが
ら留
学
生たち
の鹿
児島
における
生活
の様
子という
ものを
知る
こ
とはで
き
ない。
それは
「相馬永胤翁懐旧記」
および
「南 遊
日記
」
も同
様で ある
。
そこ
には
留学生同
士が活
発
に交
流し、
西郷
や桐
野、
篠原
とい
った鹿
児島藩
の重
臣
たちと
も話す機会
があ
ったと
いう
こと
がわ
ずかながら
書
かれ
てい
るだけ
である
。
また、
どこ
に暮
らし
てい
たか
に
つい
ては
、
「南
遊日記
」
から
兵学
寮、
漢学校
に寄
宿し
ていた
こと
がわ
かるのみ
であり
、
鹿児島藩士は
寄宿生
と通
学生
が
いた
こと
が
「手控」
からうかがう
こ
とが
できる
程
度で ある
。
寮則が厳
しか
ったと
思
われる
こ
とに
つい
ては
先に
述べ
た
通り
である
。
ただ
し留学
生には
「薩行書生
ニ被
下物」
が規則
で定
めら
れ
てお
り、
一日
に玄
米
一升
、
「月雑用」
とし
て四
石二
歩
が与え
られ
ていた
。 そ
の他
、
器械
の買い上
げ
料や
先生
への挨
拶な
どの
手当と
して
盆と暮
れ
には
二十
匁が支
給され
ていた
。
この
よう
な 手当金 に
ついて
、
藩士
に
よっ
ては
返上
し
ていた
者も
いた
よう
であ
るが、
留学
生たちが
いて
どこ
で、
どの
よ
うな
場合
にこ
れら
の手
当金を使用し
ていた
かは
「手
控」
からうかがう
こ
とは
できなか
った
。
(6)
留学生
の出
身藩
の内訳と
留学手続き
明治三年か
ら四
年にかけ
て 、
鹿児島藩
に集
ま
った
諸藩か
らの
留 学
生の
出
身は
様々
であ
るが、
「手控」
で確
認す
ること
ので
きる
名前
は
表の通
りで
ある
。
表に
は全二百
十四
名の名
前を
あげ
たが、
作文
の割
り当
てに
出てきた
氏名
のう
ち
「堀部」
「仙波」
「 柏木」
の名
前は入
れ
ていない
。
また、
鶴岡藩士
も表
に掲
げた以
外の
藩士が
鹿児島藩
に留
学し
てい
たこと
が判
明し
てい
るお
。
さらに
「南
遊日記
」
にあ
る桑
名
藩留 生
のう
ち高松範重
の名
前も
見るこ
とが
できな
い。
留学
生には
「手控」
記載以外
の人も々い
たと思
われる
。
また、
出身地を
「不明」
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とした
もの
の多くは
鹿児島藩士、
または
支
藩の人々だと
思われ
るが
、
今後確認し
てい
く必要性が
ある
だ
ろう
。
表に
は本
当に留
学生
だ
った
のかどうか不
明の
人物も
入れ
てある
。
例えば
「霧島栄
ノ尾
温泉
・安藤宗次郎」
「国分浜
ノ市
問屋
・林彦右
衛門」
など
である
。
また、
江戸時代
に武
家
伝奏を務
め
た広
橋
家の従
者の名
前が
「手控」
には
- 記載
され
ていた
。
彼等
の名
前
がなぜ
ここに
書か
れ
てい
たかも
「手控」
からは
知る
ことが
できなか
った
。
もう
一点挙げ
ると、
鶴岡藩
以外
にも旧大名家
の人聞が
鹿児島藩
に
留学
してい
た
こと
がわか
った
。
信州上
田藩主侯子
・松 平
弥
三郎
と弘
の二
人で
ある
。
残念
なが
ら弥三郎
と弘が誰
であるか
はわか
らない。
最後
の上
田
藩主
・松
平忠礼
は
この
時二十
歳、
その
子息
が留
学
するほ
どの
年
齢に
達し
てい
ると
は考え
にくい。
しか
もこ
の時期、
忠礼は藩
知事を
務め
ている
。
弥三郎と弘が誰な
のか
は 、
今後、
上田
藩の史
料
から
考
えてい
きたいと
思う
。
出身
地の内
訳
とし
ては
、
鹿児島藩お
よび
支
藩の人々
を除くと、
や
はり
鶴岡藩士
が
一番
多い。
次い
で熊
本藩、
姫路藩出
身者を
多
く見
る
ことが
できる
。
また
、
鶴岡藩
や
姫路藩、
桑名
藩のよう
に戊
辰戦争
の
際に
徳川
に
つい
た藩
の出
身者も、
彦 根藩
や与板藩
のよ
う
に新
政府
に
つい
た
藩の出
身者も留学
生を出し
ている
。
地域
的に見
れば福
岡藩、
熊本藩、
中津
藩のよ
う
に九
州の藩
士が
多いが
、
北は
弘前藩士、
北陸
から
大
聖寺藩
士なども
いた
。
一方
で鹿児島
藩と
並ぶ雄
藩の
一つ
、山
口藩は藩
士を
一人
も出
していない
点
も注目
すべき
であろう
。
この
点
につ
い
ても
今後、
各出
身の藩
側の史
料
を見
てい
く
必要が
ある
。
左に
あげ た史
料は樋口
一蔵
が
「市立学校御役所」
に向
け
て提
出し
た願
書である
。
おそ
らく
こ
の史
料か
ら、
彦 根
市立図書
館は
「手控」
の筆
者を
樋口
一蔵
とした
ので
はな
いか
と思われ
る
。ま
た、
受取
の
「市立学校御役所」
は鹿
児島藩
の御
役所を
指
すと
思われ
る 。
私儀此度御当藩-一罷出、
修行続度志願ニ付、
大坂御藩邸ニ而兼而相願、
御
添書等
も頂戴、
陸行仕候処ニデ問、
鳥渡
藩用向も有
之
-一付、
来ル
五月
頃一
一 ハ
帰藩可致様申越候間-一
市、
暫時空敷滞在罷在候間
ハ、
残念一一御座候問、
翌月
当御校江入寮仕度此段御願御届上候、
三月
廿八
日
樋口
一蔵
市立学校御役所
ここで
は彦
根
藩士
が鹿
児島藩
での
軍
学修業を希
望する際
の手
続き
を知る
こと
が
できる
。
鹿児島藩
で行われ
る軍学修逗ポ
に参
加し
たい
場
合は、
鹿児島藩大坂藩邸
から添
書を受け
取るなど、
大坂藩
邸が窓
口
にな
っているこ
とがわかる
。
もち
ろん九
州の藩の場
合は
坂藩邸が
窓口に
なるこ
とは
ないだろ
うが、
「手控」
や「
南 遊
日記
」
を見
てい
くと留
学
生たちは鹿
児島
へ訪れ
る際
や鹿児
島か
ら帰
藩
する際に、
大
坂や長
崎の藩
邸に
立ち寄
って
いる とこ
ろか
らも、
大坂
や長
崎の藩
邸
が窓
口に
な
って
いた
こと
は十
分に
考
えられる
。
以上、
「手控」
から
鹿児
島におけ
る諸
藩か
らの留
学生
の様
子を見
てきたが
、
次に
この
鹿
児島藩
が行
った軍学教
育が
なぜ、
この
時期
に
行われ、
どの
よう
な意
味を持
って
いたのか
を考え
てみる こと
とした
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明治初年における鹿児島藩の軍学教育 一彦根藩留学生から見た実態についてー
表 1 r手控」 に み る 鹿児島藩への留学生出身藩内訳
出身・屑書 名 目リ 備 考 出身・屑書 名 目リ 備 考
出石藩 稲垣幾介 鹿児島藩 川上喜藤太
上田藩 侯子・松平弘 鹿児島藩 川添彦右衛門
上田藩 侯子・松平弥三郎 鹿児島藩 相良幸介
上田藩 大島平四郎 鹿児島藩 増分尚次郎
宇都宮藩 鶴牧分造 鹿児島藩 大山精一
雲州藩 近藤崎之助 鹿児島藩 大野武七
雲州藩 品木貫一 鹿児島藩 但馬仲介
雲州藩 石田精之介 鹿児島藩 谷山平蔵
大泉藩 永井深平 鹿児島藩 中村善之介
大泉藩 加藤竹三郎 鹿児島藩 田原惣太郎
大泉藩 黒崎与八郎 鹿児島藩 土持膳太夫
大泉藩 今泉絃一郎 鹿児島藩 藤田孝右衛門
大泉藩 山口ニ弥 鹿児島藩 内田八郎次
大泉藩 松井季治 鹿児島藩 日置吉左衛門
大泉藩 神田六右衛門 鹿児島藩 梅北八郎右衛門
大泉藩 石井武雄 鹿児島藩 白漬峯ー
大泉藩 石川与八郎 鹿児島藩 北{�
大泉藩 浅香彦右衛門 鹿児島藩 木腹休五郎
大泉藩 伴音門 鹿児島藩 野五静一
大垣藩 守匡竹蔵 鹿児島藩 野村ー清
小浜藩 佐伯弘平 長崎にて面会 鹿児島藩 友野弥一 2月1日出立
小浜藩 粕屋懸太郎 長崎にて面会 鹿児島藩 築瀬新之丞
鹿児島藩 伊地知甚左衛門 上山藩 中嶋泰平
鹿児島藩 永田研吉 霧島栄ノ尾温泉 安藤宗次郎
鹿児島藩 永田彦左衛門 熊本藩 遠藤喜三郎 2月下旬出立
鹿児島藩 岡村・休左衛門 熊本藩 遠藤喜太郎
鹿児島藩 岡田敬介 熊本藩 坂本次郎
鹿児島藩 下ノ新田・得能左平次 熊本藩 松嶋繁三郎
鹿児島藩 下ノ新田・槙木新之丞 熊本藩 瀬嶋嘉平
鹿児島藩 河野甚五郎 熊本藩 大西弥太郎
鹿児島藩 河野保次郎 熊本藩 池崎吉十郎
鹿児島藩 貫代幸之進 久留米藩 水野丹後 2月1日出立
鹿児島藩 串木野・金丸謙吉 久留米藩 赤松 2月1日出立
鹿児島藩 向井省吾 桑名藩 小野二郎
鹿児島藩 国分才一 桑名藩 水野太郎
鹿児島藩 黒川豊輔 桑名藩 中邑鉄ー
鹿児島藩 黒木源之介 桑名藩 馬場榊三郎
鹿児島藩 坂元虎 国分浜ノ市問屋 林彦右衛門
鹿児島藩 坂元俊一郎 佐賀藩 藤原九郎
鹿児島藩 坂冗彦右衛門 佐賀藩 徳久儀平
鹿児島藩 坂口繁輔 通塾 佐賀藩 平川判治
鹿児島藩 ニ輪幸之介 笹山藩 法貴篤介
鹿児島藩 市来・岩重格之丞 重原藩 豊田善八郎
鹿児島藩 児玉八之進 静岡藩 阿部階 長崎にて面会
鹿児島藩 芝山四郎兵衛 静岡藩 志村太郎 2月l日出立
鹿児島藩 種ヶ島・岩門八三 静岡藩 小川次郎 2月l日出立
鹿児島藩 松岡五右衛門 静岡藩 小林弥太郎
鹿児島藩 松崎鉄次 2月1日出立 静岡藩 吹田鯛次
鹿児島藩 上ノ原・黒田金弥 静岡藩 塚原直太郎 2月l日出立
鹿児島藩 新納七次 静岡藩 堀覚之介
鹿児島藩 新納平兵衛 新発田藩 上田澄之助
鹿児島藩 星山彦之進 島原藩 宮川大弥太 3月20日退寮
鹿児島藩 青山甚之丞 島原藩 笹田安右衛門
鹿児島藩 青木黒人 島原藩 山本佐学 3月20日退寮
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出身・肩書 名 目リ 備 考 出身・肩書 名 目IJ 備 考
島原藩 津省吾 与板藩 河向藤太 2月1 日出立
大聖寺藩 梶谷克彦 兵唐にて面会 与板藩 内藤祐太 2月1 日出立
大聖寺藩 山口均 兵躍にて面会 与板藩 畑栄一郎 2月1 日出立
津山藩 後藤吾郎 不明 伊集院新右衛門
津山藩 渡辺敷五郎 不明 伊集院早五郎
土州藩 安岡通之助 2月1 日出立 不明 伊地知七右衛門
豊津藩 碓井徳川太郎 不明 伊地知甚右衛門
豊津藩 遠藤鉄之助 不明 伊地知清左衛門
豊津藩 熊谷俊一郎 不明 河上次郎兵衛
中津藩 猪渡半二郎 不明 貴嶋美助
中津藩 恩田源五郎 不明 菊野弁之助
中津藩 角半右衛門 不明 橋口直右衛門
中津藩 官沼新吾 不明 玉利善之丞
中津藩 堀輝吉 不明 原田孫兵衛 通塾
中津藩 揮渡彦五郎 不明 溝口新次郎
中津藩 慣野牛児 不明 今村米輔
中村藩 岡田五郎 不明 坂本十郎 通塾
中村藩 池田参蔵 長崎にて面会 不明 ニ原菊五郎
中村藩 門馬売ニ 不明 三原彦五郎 通塾
彦根藩 廻沢之丞 不明 市河嘉衛 通塾
彦根藩 宮内善之進 不明 市来菊之丞
彦根藩 相馬信一郎 4月1 4 日出立 不明 市来真助
彦根藩 樋口一蔵 4月14 日出立 不明 児玉八郎
肥削鹿嶋藩 下川辺百一 不明 児玉友介
肥間鹿嶋藩 谷口文四郎 不明 児上友介 通塾
姫路藩 伊藤潜蔵 2月1 日出立 不明 小倉喜八郎
姫路藩 永田昌太郎 2月1 日出立 不明 小倉基彦
姫路藩 河合猪之吉 2月1 日出立 不明 松本光七
姫路藩 岩橋静彦 2月1 日出立 不明 松本平輔
姫路藩 久松数馬 2月1 日出立 不明 上村四郎次
姫路藩 牛込秀 2月1 日出立 不明 新納雄吉
姫路藩 局須錬一郎 2月1 日出立 不明 水野太郎
姫路藩 根峯来四 2月1 日出立 不明 西謙蔵
姫路藩 生駒新平 2月1 日出立 不明 西謙蔵 通塾
姫路藩 大橋信夫 2月1 日出立 不明 西石八郎
姫路藩 池内習 (吉) 2月1 日出立 不明 千団長之進
姫路藩 塚原秀雄 2月1 日出立 不明 相野太兵衛
姫路藩 本宮平吉 不明 村上沢之丞 通塾
姫路藩 本宮平馬 2月1 日出立 不明 村田鯛太郎 通塾
平戸藩 鈴木綿之助 不明 大迫喜兵衛
弘則藩 菊池九郎 不明 知識深介
弘則藩 菊池九郎 不明 竹下宇兵衛 通塾
弘則藩 田中坤 4月21 日出立 不明 竹下丈八郎
弘則藩 樋口小ニ郎 4月14 日出立 不明 中村龍助
広橋正三位殿従者 永田忠俊 不明 中嶋敬介 通塾
福江藩 中里力二郎 不明 長友善介
福岡藩 安中定 不明 田原惣太郎
福岡藩 津田守彦 不明 -木漂之進
松嶺藩 川上十郎 不明 柏田素助
松嶺藩 塚田道弥 不明 福永吉之助
ニ 日月藩 田嶋源太郎 2月1 日出立 不明 平田助次郎
二 日月藩 田嶋源太郎 不明 木原尚兵衛
水戸藩 鈴木陸之介 不明 和仁半十郎
※藩名は 「手控」の表記のとおり
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6.
鹿児島藩に
お け る 軍 学 教 育 の 位 置 づ け
明治政府が近代的な軍隊制度を目指し
て徴
兵令を
制
定し
たのは
明
治六年
(一
八七三)
のこ
とで
ある
。
これによ
り満十七才1四十才ま
での
男
子は
すべ
て国
民軍
に登
録さ
せら
れた
。
建前上
は
国民皆
兵と
い
う体
制になり
、
ここに
よ
うや
く政
府によ
る軍隊が
つく
られた
ので
あ
7Q。
明治初年における鹿児島藩の軍学教育 一彦根藩留学生から見た実態について
では
本稿
で取
り上げ
た明
治六年以前
はどう
であ
った
のだ
ろうか
。
明治元年
間四
月には
早
くも諸
藩
に対し
て一
万石
に
つき十人
の兵員を
差し出
す
こと
を政
府は命
じている
。
この
徴兵
に
つい
て古
屋氏は
「中
央政府
の直属軍隊を
つく
ると
いうより
も、
戊辰戦
争の
さなか
にあ
っ
て、
中央政
府から
藩に
対す
る軍
事指令権を確立
する
ことに
あ
った
」お
とし
ており
、
彼等
は明 治二
年二
月に
東
北の平
定など
の理
由により
各
藩へ戻
され
ている
。
つま
り、
本稿
で取り
上げた明
治三年
か
ら四
年に
かけ
てのこ
の時
期、
政府
は直
属の
軍隊
を持
って
いな
か
った
。
明治初年、
政府
軍の創
設に
ついて
は二
つの構
想が
あり
、
明治
二年
六月に政
府の兵
制会
議におい
て、
大村益次郎
と大久保利
通と
の聞で
、
兵制論争と
呼ば
れ
る激論
がなされた
ことは
良く
知られ
てい
る。
大久
保は
これ
ま
で諸
藩、
特に
鹿児島藩、
山口
藩、
高知藩が保有
してい
た
兵力を
用い
て国
防にあた
らせ
る
という
構想、
一方
、
大村
は藩
兵
に依
拠せ
ず、
広く
一般の
人々
を
対象と
した
政
府直属
の軍
隊を新た
に創
設
すると
いう
構想
である
。
この
論
争に
つい
て簡
単に
紹
介し
ておく
と、
兵制会
議は明
治二年
六
月二十
一日か
ら二十
五日に
かけ
て開
催さ
れた
。
六月二
十
一日
段
階で
の論
点は、
当時、 京都 に
駐留し
てい
た鹿
児島
・山
口・
高
知藩
兵の取
扱いを
め
ぐっ
ての
もの
であった
。
大村を支持す
る木
戸孝允も論争
に
加わ
り彼を援護し
たが
、
二十
三
日、
大久保
の主
張に沿
った
形で
、 京
都駐留
の三
藩兵
(鹿児
島・山
口・
高
知)
が
「御刀
巴と
し
て東
下す
る
こと
が決
定され、
この
問題
に
ついて
は大久保
派の主
張が
通る
こと
と
なった
。
また二十
三日
の会
議では
、
先の
陸軍編制法
の立
案
者で
あり
、
大久保
の右
腕
とも
いえ
る吉井友実も議論
に加わり
、 今後 に
ついて
の
議論も
始ま
った
。
ここ
でも
大久保
・吉
井ら
の主
張す
る
「藩兵論」
と
大村や木
戸が主
張
する
「農兵論
(一
般徴兵論
)」
が激し
く衝
突し、
議論
は翌日
も
続いた
。
しかし
会
議の結
果、
兵制問題
は後
日改め
て議
論す
るこ
と
とされ
、
大村
の建
軍プ
ランの
事
実上
の凍
結が決
定され
、
この
目、
二十
五日
ま
で続
く兵制論争が
ほぼ
決着し
た。
とはいえ
、 大
村の構
想の
一部は
大阪兵学
寮など
に受
け継
がれ
てい
くの
である
Z
洋式軍隊創
設の
ため、
軍学
・実務教育を専門的
に行
う場
とし
て 兵
学校
を設
立し
よ
うとす
る動き
は新政府樹立後すぐ
に見る
ことが
でき
る。
設立
の古い順
に政
府が解
説した兵
学校を簡単
に見
ていく
と、
戊
辰戦
争におけ
る東
北
・越後戦
争が激
化し
てい
た慶
応
四年
七月、
新政
府によ
る最
初の
「兵学校」
が京
都に
つく
ら
れている
。
翌二年
九月
に
同校
を廃
校し、
大阪兵学
寮を創設し
た。
翌年
四月、
京都
の仏式伝習
所の
伝習生
を大阪
兵学寮
に入
れ、
これ
を教
導
隊と
し、
周年五月、
横
浜語学研究所を大阪兵学
寮の管
轄に入
れ、
これ
を
幼年学舎と
した
。
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そし
て 戊
辰戦争
の戦功章典も
終わ
り、
ある程
度落
ち着
き
始め
た明
治
二年
十一
月
に大
阪兵学寮は陸軍兵学寮
と改
称され、
東京
には
海
軍操
練所が創
設された。
ここ
では
じめ
て兵
学校
は陸
軍と
海
軍に
分か
れ、
それぞれ
が兵学校を設立
した
の
である。
つま
り、
鹿児島
に
おい
て 軍
学教
育が行わ
れてい
た時
期は、
政府
にと
って
いか
に軍
事力育成
に力
を入
れ
て始
め
てい
た時期
であ
った
かがよく
わか
る、
だろう
。
中でも
大
阪兵学寮
の設
立、
運営
には
大
村の考
えがかなり
反映
され
ている
とい
， っ。鹿児島藩土も多く入学し
てい
た 海
軍操
練所
の様子を
簡単
に紹
介し
てお
くと、
明治
二
年九月十八
日、
明治政府
は
海軍操練所犯を
築地
に
創設
し、
同年十
一月二十
七日
に授
業が開
始された。
授業開始
に先
立
ち、
諸藩
に次の
よ
うな
布達
を出し、
練習
生を募
って
いる
。
今般、
海軍操練所御取立
に付
、
拾八歳よ
り廿歳迄、
大藩者五人、
中藩者
四人
(小藩三
人)
宛、
稽古修行
之為め
可差出候事
但、
食事者自分
より
持出可申事、
尤出精上
達之上
者等級
に応
し、
食用月給等可被差出事
九月十八
日鹿児島藩和歌山藩山口藩佐賀藩福井藩
兵部省
広島藩
福岡藩
金沢藩
熊本藩
高知藩
久留米藩
徳島藩
水戸藩
柳川藩m
ここで
は各 藩か
ら十八歳よ
り二十
歳ま
での
人
聞を藩
の規
模により
人数制限
はある
にせよ
、
政府
の学
校に
差し出
すように
達
している
。
その
後、
翌三年
正月
に始
業式が
行わ
れ、
二月に
は練習用蒸気船が与
えられる
など着々
と整
備
がなされ
てい
った
。
その
教
育内容を
見ると
「海軍兵学寮規則及内則、
には
予科
では
英
学、
漢学、
数学、
馬術、
体術、
水泳を
二
年間学び、
試験
に合
格し
た
後、
本科 に
進む。
本科
で
は英学、
航海学、
砲術、
造船学、
蒸気機関
学、
兵学、
軍律、
化学大略、
海上諸規則、
医学
を三年
かけ
て学ぶ
と
いう
非常
に本
格的
なも
ので
あった
ことが
わか
る 。
明治
三年
十
一月
には
改編
が行われ、
鹿児島藩士
・川村純義が兵学
頭を兼
任し、
これ
までの
通
学生百余
名を廃し、
在寮生徒七十余名
の
中から幼
年生徒十五名、 壮年生徒
二十
七名を
選抜し、
これ
まで
、 生
徒から授
業料を取
って
い
たが
、
すべ
て官
費で
賄
うことに
し
たの
で あ
る。
政府
の力の入
れよう
が、
この
ことから
もよく
わか
る 。
海軍兵学寮
の学
生の出
身
地に
ついて
は
明治
三年
時のものを
見ると、
鹿児島、
山口
、
土佐、
金沢、
徳島
など大
藩の藩
士を多く
見る
ことが
できる。
この
時の退
寮生
徒のな
かには
先
に挙
げた
田尻稲次郎を
はじ
めと
した
鹿
児島藩士
も多
いも
また、
鶴岡
藩のよう
に鹿
児島
藩へ
の
留学生、
留学前
か、
留学後は
わからな
いが
、
海軍兵学寮
にも
入学し
てい
るように
、
鹿児島藩
へも留学
生を出し、
海軍兵学寮
にも
入学者
を出
してい
る藩がある
一方
、
海軍兵学
寮の
み
に藩
士を出
している
藩
もあ
る。
この
点に
ついて
は今後、
その
内訳
に
ついて
の詳細な検
討が
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明治初年における鹿児島藩の軍学教育 一彦根藩留学生から見た実態についてー
必要
であろう
。
相馬永胤
をは
じめ、
多く
の諸
藩が鹿
児
島にお
い
て軍
学修垂木
を行
っ
ていたこ
の時
期、
明治政府も相
次い
で兵
学校
を開
設
し、
各藩か
ら多
くの
学
生が集ま
って
いた
こと
は今
、
述べ
た
通りである
。
一方
、
ここ
まで
「手控」
で確認し
た通
り、
鹿児島藩
への
各
藩か
らの
留
学生
の人
数も、
政府
が設
立した兵
学
校に
通う
学
生たちと
何
ら遜色な
い数であ
り、
日本国内
で本
格的
に軍
学を
学ぶ
機関と
して
、
鹿児島藩
の兵
学校
には
、
政府が 開設し
た兵
学
校に
負けず
劣
らず
の学
生が集まり
、
諸藩
士に
対し
て軍
学お
よび
技
術教育
がなされ
ていた
。 そ
の教
育内容も実
際に戊
辰戦争
に従
事し
た
人聞が教え
ていたこ
とか
ら考え
ても
、
政府
の兵
学校
に劣るも
ので
もなか
ったと思
われる
。
では
、
鹿児島藩
がなぜ
これほ
ど
多く
の諸
藩士
を鹿
児
島に集
め
て、
軍学教
育を行
って
いたの
であろ
うか。
現在、
それ
を明
確に
知る
こと
ので
きる
史料
は見
あたらな
いが
、
この
点に
つい
ても
今
後の課
題とな
るが、
こ
の時
期の
兵制論争
や、
その
後の大
村益次郎
の軍
隊構
想を受
け継
いだ
形で
の兵
学校
の相次ぐ設
立と
い っ
た政
府の動
向を考え
ると、
鹿児島藩
が行
った諸
藩士
に対
す
る軍
学教育は当時、
鹿児島
藩側
が主
張し
てい
た藩
兵を中
心とした中
央政府
の軍隊。
つく
りの
ため
と考え
る
ことが
できな
いだろ
うか。
つま
り、 各藩
に対
し
て軍
隊教育を
行う
こ
とによ
って、
強力
な藩
の洋式軍隊を
つく
り
上げ、
それ
を以
て中
央政
府の軍
隊に
宛てて
いく
とい
う大久保を含め
た
鹿児島藩側
の構
想の
一
環と
して
、こ
の時
期、
鹿児島
藩にお
い
て軍
学教
育が行
われ
てい
たと
筆者
は現
在のと
ころ
考え
ている
。
一方
、
大村
が構
想し た藩
兵に依
拠し
ない
形で
の政
府直属軍隊
の創
設は
陸軍
・海軍
の創設、
そし
て官
立の
陸軍兵学校や
海軍兵学校
にお
ける
軍 学教育
に繋が
って
いく
。
鹿児島藩
の軍
学教
育に山
口藩士が
一
人も
参加し
ていないとい
う
ことも
、こ
の点
から
考え
ると
興味
深い点
であ ろう
。
この
よ
うに明
治初
年から徴
兵制が
取ら
れる
明
治四
年と
いうこ
の 期
間に
対立す
るこ
つの
軍 隊構
想の
中に
この
鹿
児島藩
の軍学教育を位置
づけ
る
ことが
でき
ると思われ
る。
おわり
に
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ここ
まで
、
長々
と明治初期
におけ
る軍
学教育
に
ついて
述べ
てきた
。
最後
に
これ
までの
まとめ
と 今
後の課
題に
ついて
を述
べ
て本
稿を終え
たい
と思う
。
まず
、
本稿が取り
上げた
明治
三i四
年と
いう
時期
に、
軍学を本格
的に
学ぶ場
とし
て 、
政府
によ
って創設さ
れた
兵 学
校の
ほ
か鹿
児島藩
の兵
学校が
あ
った
こと
を確認
できた
。
特に
鹿児島藩
への
留学
は
これ
まで
、
鶴岡
藩の事 例の
みが
知られ
てい
たが
、
そう
で
はなく
、
全国
の
各藩か
ら実
に多
く
の人々
が訪れ
てい
たこ
と
を知
るこ
とが
できた
。
では
、こ
の時
期に鹿
児島藩が
なぜ、
この
よ
うな軍
学教育を行
って
いた
のか
という
問題
に対
し
ては
、
鹿児島藩は幕末以来、
積極的
に西
洋式軍
制を取り入れ、
質・
量におい
て他
藩を圧倒し
ており
、
諸藩も
それ
を見
習うべく留学生を派遣
したと
いう
ように
捉
える
ことが
でき
よう
。
また
、
「相馬永胤翁懐
旧記
」
にあるよう
に鹿児
島藩
の状
況を
観察
するため
に藩
士を派
遣
したと
いうこ
とも
考え
られる
。
実際
にこ
れま
で、
鶴岡藩
の鹿
児島藩
への
藩士派遣は
そのよ
うに
考え
られ
てき
たよう
に思
う。
しかしな
がら
、
本稿
で明
らか
にしたように
、
この
時
期は、
鶴岡藩
だけで
なく
、
全国
の各
藩か
ら藩
士が派
遣さ
れ
ていた
。
その
数は鶴
岡
藩の
七十余名を筆頭
に、
多い時
期は百
人を超え
てい
たと思
われる
。
この
数は
明治政府
によ
る軍
学教育機関
である
海
軍兵学
校に
集ま
った
生徒数
とほ
とんど
変わ
らな
い数で
ある
。
これは
藩士
を派
遣し
た各
藩
にもそ
の藩
なりの目
的があ
った
と思われ
るが
、
鹿児島
藩が各
藩
士に
対し
て軍
学教育
を行
うと
い
う積極的な関与
の結
果、
これ
ほど
多く
の
留学生
が集ま
った
と考
え
るべ
きで
はな
いか
というのが
筆者
の現
在の
考え
である
。
そし
て、
それ
は徴
兵
制に
いたる
様々
な過
程のなか
に位
置づ
ける
べ
きで
はな
いか
と考
えている
。
本稿
で取
り上
げた、
この
よ
うな
鹿児島藩
の軍学教育と
いう
事例紹
介により
多く
の問
題、
課題
を考
える
ことが
できるだ
ろう
。
一番
大き
な課
題と
して
は 、
これほど
大人数
集め
て軍
学教育
を行
った鹿
児島
藩側か
ら
この
問
題を取り
上げる必
要
があるだ
ろう
。
あくま
でも
筆者
の管
見の限
りに過
ぎな
いが
、
鹿児島
藩の史
料には
、こ
の軍
学教育 に
関す
るも
のを
見る
ことが
出来
なか
った
。
『西郷隆盛全集』
にも
鶴岡
藩に関
するも
のは
見る
ことが
できたが
、
この
時
期、
他藩
が来
ていた
ことには
触
れていない
。
大久保
に
つい
ても
同
様であ
るが
、
「手控」
を見る
限り、
非常
に多く
の鹿児島藩士
が関
わ
って
いる
。
藩政史料は
当然
のこ
とな がら
、
彼等
を追
うことによ
って鹿
児島
藩か
ら見
た軍
学
教育を
見る
ことが
でき
るかも
知
れな
いと
考え
ている
。
さら
に、
鹿児島藩
に留
学し
た藩が、
その
当
時、
藩内
にお
いて
どの
よう
な立
場の人
間であ
った
の
か、
また、
藩に帰
った後
、
この
留学
の
成果
がど
の
よう
な形
で活
かされ
てい
った
のかを
考え
る必
要
があるだ
ろう
。
徴兵制が
採用
された
後 、
建前
とし
て
は各
藩の軍
隊は
なく
なっ
てし
まう
。
その
よう
な中
、
彼等
は持
ち帰
った知
識な
ど
を活か
す場が
あった
のだ
ろう
か。
これは
各藩を
詳し
く見
てい
く
必要
があるだ
ろう
。
この
問
題を考え
る上
で興
味
深い
記述を
「相馬永胤翁懐
旧記
」
に見
るこ
とが
できる
。
no 
明治十年
(一
八七七)
ノ、
西南
ノ騒
動ハ
、
余 力
「ニ
ウ
へブン
」
滞在中ニ起
リタ
ルモ
ノニテ
、
薩摩人以外ニ
テ此
騒動
一一 加
リタ
ル
モノハ
、
旧佐賀藩
ノ石井竹之助、
徳久某、
旧熊本藩
ノ池部吉十
郎、
其他多
ク
ハ、
余力先年鹿児嶋滞在
中最
モ親敷交際
シテ
、 政
治上
ノ事
ニ付
テ
ハ、
余ト意
見ノ同
一ナリ
シ者
ナリ。
又余
ノ同
藩
人ニ
シテ
親友
ナル
大東義徹、
大海原尚義氏
等モ、
此際入
獄セ
ラ
レタル
コト
アリテ、
若シ余モ当
時日
本
一一 在リ
タレ
ハ、
或ハ
西
郷
党ト共
一一 城山ニ最後
ヲ遂ケタ
ルヤ
モ知レ
スト
思
ヒシコト
アリO位
これ
は当時、
アメ
リ
カ・
イェl
ル大
学に留
学
中であ
った相
馬が、
彼地
におい
て聞い
た
「西南
戦争」
に対
する
感
想で
ある
。
ここで
は
「西南戦争」
におい
て鹿
児島軍側
に立
って
、
戦っ
た鹿
児島
藩お
よび
他藩
の人々
の多
くは相
馬が
鹿児島滞在中
に知り
合
った
人々
であり
、
自分が
もし、
この
時、
日本
にい
たなら
ば西
郷と行
動を共
にし
て明
治
政府と
戦い、
城山
に
おい
て'自
害
した
であ
ろうと
いうこ
と
が記
され
て
いる
。
それ
ほど
、 相馬
にと
って鹿
児
島へ留
学し
たほん
のわずか数
ヶ
月の時
期の
経験
が大き
か
った
こと
を物
語っ
ている
ととも
に、
この
時
期の
鹿児島藩
が行
った
軍
学教育
の影
響が
西南戦
争にま
で及
ん
でいた
こと
を示
唆
している
。
これ
も今
後の課
題の
一つと
して
考
えて
いき
た
一彦根藩留学生から見た実態につ いて一
いと
思う。このよ
うに
本稿
では
多
くの、
そし
て大き
な課
題を残し
たが
、
最後
に専
修大学
に関わ
る問題を
取り上げ
て、
本稿を
終え
るこ
と
とする
。
本学創
立者
の
一人
・相馬永胤
は藩
命を受け、
鹿児島藩
へ留
学し
た。
ここ
で軍
学を学び、
その
後 、
藩命を
受け
アメ
リカ
ヘ留
学す
る。
この
鹿児島藩留 時代
の相
馬の動
向の
一端を本
稿で
は明らか
にする
こと
がで
きた。
明治初年における鹿児島藩の軍学教育
幼少 の
ころ
から
軍人
を
志した相
馬は
鹿児島藩
に留学す
る以
前は、
大阪兵学寮
の入
学試験
を受
けたが
、
身体検査
で不合格と
なる
。
また、
アメ
リ
カ留
学
後は
ウエスト
ポ
イント
の陸
軍士官学校を
志望す
るも
、
当時
は外
国人
を受
け入
れて
いな
か
ったた
め、
断念す
る。
つま
り、
相
馬が本
格的な
軍学教
育を受
けた
のは
、
後にも
先にも
こ
の鹿
児島藩留
学時
の
みと
いうこ
と
になる
。こ
の経
験が相
馬の生
涯のな
かで
、
どの
よう
な意味を持
った
のか
という
点に
つい
ては
、
これ
もまた今
後の課
題とな
るが、
こ
の時
期に多
く
の他 藩の人、々
そし
て鹿
児島藩
の重
臣
たち
に直
接
会っ
て 、
様々
な話
を聞
くこと
が
できた
ことは
相馬
のみ
な
らず
、
こ
の時
期、
鹿児島藩
に集
ま
った
多く
の人
々
にと
って非
常に有
意義な
もの
であ
ったと思
われ
る 。
註
ー「
相馬永胤翁懐旧記」
(「
相馬家文書
11
6」
専修大学大学
史資
料
課蔵)
。
こ の
史料
は
相馬永胤
が晩
年に
書
いた自
叙伝で
あり
、
平成
9
年に
専修大学年史資
料 室
より
『相
馬 永 胤 翁 懐 旧
記
翻 刻 版
』
として
翻刻
版も刊行
され
ている
。
2「
手控」
(『
郷 土 資
料 目
録
- 83 -
第一
集』
軍 事
日
彦根市
立図
書館)
3樋口
一蔵
に関
する来
歴や
掲 載
史料
の内
容に
つい
ては
すべ
て、
彦根城
博 物
館学
芸員・
野田
浩子氏
の
ご 教 示
による
もの
である。
改 め
て感
謝
する次
第で
ある。
4三
宅紹宣
編
『幕
末維新論
集 4
幕末の
変 動 と
諸藩
』
(吉川弘
文館
二O
O一
)
を参
照
5幕
府
による海
軍の
教育
機関と
しては
、
この神
戸の
海
軍操練所
以前
に
も安
政二年(
一八
五五)、
長崎
に 設
けられた
「海
軍伝習所
」(
安
政五
年に
閉鎖て
その
後、
安政
四年
(一
八五
七)
、
築地講武所
内に
設 け
ら
れた
「軍
艦 操 練
所」
があり
、
神戸の
海
軍 操 練 所
が最
初ではな
いが
、
西国諸
藩の
藩士の
みを対
象
とし
たもの
として
はこ
の海
軍操練所
が最
初と
言え
よう。
6『
薩
藩海軍
史
7『
薩
藩海軍
史
8『
北雷
田尻先生
伝 記
9『
薩
藩 海 軍
史
中巻
』
(原書房
一九
六八)
忘
ミ
中巻
』
(原書房
一九
六八)
B
S
上巻
』
(田
尻先生
伝 記
及遺稿編
纂 会
一九
三三
)
巴
∞
日鶴
岡藩は
庄 内
藩 と
称 される
こと
の方
が多い
が、
ここで
は正
式名の
鶴
中巻
』
(原書房
一九
六八)
芯
ロ
岡藩
とし
た。
また、
鶴岡藩は
この
時
期、
大泉
藩と改称し
てい
るが
、
日『
鹿
児 島 県 史
わかりに
くい
の
で、
ここで
は鶴
岡藩
のま
まにし
た。
一九
四一)
志
ゴ
第 三
巻 』 (
鹿児島県
ロ山
田済
斎編
『西
郷南洲翁遺訓
』
( 岩
波
書庄
日鳥海良邦
『南洲翁遺訓集
日『
西
郷隆盛全集
日『
西
郷隆盛全集
問『
西
郷隆盛全集
一九
三九
)
並
翁 と
荘 内
藩 』
(行地社出版部
一九
二七)
三
回
第 三 巻 』
(大和書房
一九
七八)
志
仏
第三
巻』
(大和書房
一九
七八)
志
。
第 三 巻 』
(大和書房
一九
七八)
志
O∞
打山
田尚
二
「荘
内藩
主
・藩士の
来 鹿 と
遺訓の
頒 布 」
(『
敬 天 愛 人
』
第二十
号
二O
O二
)
日『
西
郷隆盛全集
第 三 巻 』
(大和書房
一九
七八)
1
8
mm鳥海良邦
『前掲書』
E
C
加鳥海良邦
『前掲書』
三
∞
瀧 安
良 紀
念帳』
幻瀧
安良
の 事績に
つい
ては町
田成
男編
『桑
名藩士
(一
九三三)
に拠る
。 「南
遊日記
」
もこ
の 書
籍に収
録され
てい
る。
m柳生悦子
「 史
話 ま
ぼ ろ し
の
陸軍
兵学寮』(六
興出版
一九
八三)
百
円
(吉
川 弘文館
お倉沢剛
『幕
末 教
育史
の研
究三|
諸藩
の 教育政策l』
一九
八六)
1
0H
M『
鹿 児 島 県
教育史
』 (
鹿 児 島 県 教 育
委員
会
お鳥海良邦『
前掲書』
E
mls
一九
六一)
芯
忠
お古屋哲夫
「近代
日本にお
ける徴
兵 制
度の
形成課程」
一九
九O)
幻千
田稔「維
新政権の
直 属 軍 隊 』 (
開明書
院
(『人
文学報』
四十七
号
一九
七八)
参照
お海軍
兵学校編
『 海軍
兵学校
沿革
』
(原書房
一九
六八
大正
八年
刊
の復
刻 本 )
には
、
当初
、
名称に
つい
ては
「兵学寮
」
または
「海
軍操
- 84 一
学 寮 」
と定
めら
れたとあ
る。
練 所 」
な ど
一定
してい
な
かっ
たが
、
明治
三 年
十
一月
五日に
「海
軍 兵
m『
薩
藩 海 軍
史
下
巻 』
HL
O CH
ω海
軍 兵
学校編
『 海軍
兵学校
沿 革 』
所収
剖 海 軍
兵学校編
『 海 軍
兵学校
沿革
』
ヨ
ー ロ
白「
相 馬 永 胤 翁 懐 旧 記
」(
前掲)
